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Phosphate group adsorption capacity of inorganic elements affects bond strength between 
CAD/CAM composite block and luting agent 
（リン酸基の無機元素への吸着性は CAD/CAM 用コンポジットブロックとレジンセ
メントとの接着強度に影響を与える） 
















PIC（Vita Enamic）とMFR（Cerasmart 270）のブロック表面の無機充填材料の形状や組成を SEM
と STEM/EDS を用いて観察した． 
レジンセメントとの初期接着強さは，マイクロ引張接着強さ（µTBS）によって評価した．ブロ
ックの被着面処理は，MDP 溶液（MDP），酢酸（Silane AA）あるいはMDP で活性化したシラン
カップリング剤（Silane MDP）とし，同一表面処理したブロック同士をレジンセメント（パナビ
ア V5）を用いて接着し，37℃蒸留水中に 24 時間浸漬した後，試料を作製し µTBS を測定した．
また，被着面処理後に 110℃で 5分加熱した場合（HT）も設定した． 
PIC と MFR のリン酸基の吸着性の検討のため，ブロックにリン酸処理を施し，ブロック表面
の(ATR)-FTIR 分析を行った．また，Silane AA HTと Silane MDP HTの被着面処理にリン酸前処理





察され，無処理では，MFRは PICに比べて有意に高い µTBSを示した． 
PICでは，いずれの被着面処理によっても µTBSは無処理に比べて増加した．MDP 処理では
加熱処理による効果は示さなかったが，Silane AAと Silane MDPはいずれも加熱処理によって
µTBS値は増加し，Silane MDP HTは PICの中で最も高い値を示した． 
MFR では，MDP 処理によって µTBSが向上したが，PIC と同様に加熱処理の効果はなかった．
Silane AA noHTでは，接着性を示さなかったが，加熱処理を併用した Silane AA HT では実験条件
中最も高い µTBSを示した．Silane MDP noHTは無処理と比較して有意に高い µTBSを示したが， 
MDP 処理と同程度であり，加熱処理による有意な変化は認めなかった． 
PIC の FTIR ピークは，リン酸処理によって，強度は低下したが，リン酸水溶液に認められる
980cm-1 付近の最大ピーク方向へのピークシフトは観察されなかった．MFR の FTIR ピークは，
強度には変化は見られなかったが，リン酸水溶液の最大ピーク方向へのシフトを示した．PIC で
はリン酸前処理を行った PA＋Silane AA HTと PA＋Silane MDP HTの µTBS は，いずれもリン酸
処理を行わなかった Silane AA HT と Silane MDP HT に比べて有意な変化は認めなかった．MFR
の µTBS は，PA＋Silane AA HTにおいて 0 MPaの値を示し，Silane AA HTに比べて著しく低下し







 MDP は，分子末端にリン酸基を有する機能性モノマーであり，MDP 処理によって無処理に比
べ PIC で約 7 倍，MFR で約 2 倍の接着強度の向上が認められた．表面処理剤塗布後の加熱処理
は，一般的に化学平衡や反応速度を変化させるが，MDP は加熱による接着性への変化はなかっ
た．  
 シランカップリング剤は PIC において接着性向上の効果があったが，MFR においては接着性
を低下させる可能性があった．また，シランカップリング剤の結合反応は，加熱処理により促進

























































い。本研究では、CAD/CAM用コンポジットブロックの代表的な polymer-infiltrated ceramic (PIC) 
と micro-filled resin (MFR) を対象として、レジンセメントとの初期接着強さにおける機能性モノ
マーとシランカップリング剤の有効性について検討を加えたものである。 
研究には PICとして Vita Enamic を、MFR として Cerasmart 270を用い、ブロック表面の無機充
填材料の形状や組成を SEM と STEM/EDSを用いて観察した。レジンセメントとの初期接着強さ
は、微小引張接着強さ（µTBS）によって評価した。ブロックの被着面処理は、MDP 溶液（MDP）、
酢酸（Silane AA）あるいは MDP で活性化したシランカップリング剤（Silane MDP）とし、同一
表面処理したブロック同士をレジンセメント（パナビア V5）を用いて接着し、37℃蒸留水中に
24 時間浸漬した後、試料を作製し µTBSを測定した。また、被着面処理後に 110℃で 5分加熱し
た場合（HT）も設定した。PIC と MFR のリン酸基の吸着性の検討のため、ブロックにリン酸処
理を施し、ブロック表面の(ATR)-FTIR 分析を行った。また、Silane AA HTと Silane MDP HTの被
着面処理にリン酸前処理を加えた PA＋Silane AA HTと PA＋Silane MDP HTの µTBSも測定した。 








また、本論文はすでに Dental Materials Journalに受理されており、国際的にも評価されている。 
よって、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
